
第５３回関西広域連合委員会の概要について（速報版）

平成 2 7 年 1 月 2 3 日 
  関西広域連合本部事務局

○日 時：平成２７年１月２２日（木） １６：００～１７：００ 

○場 所：大阪府立国際会議場 １２Ｆ 特別会議場 

○出席者：井戸広域連合長、仁坂副広域連合長、三日月委員、山田委員、飯泉委員、竹山委員、 
植田副委員（大阪府）、鳥居副委員（神戸市）、岡﨑局長（鳥取県）、辻室長（京都市）、
村上局長（大阪市） 
連携団体（三重県、奈良県） 

○議事概要 
１ 協議事項 
① 関西観光・文化振興計画（最終案）について 
・関西を魅力ある観光圏としていくため、関西が一体となって戦略的に取り組むべき重点分野
、事業、目標等を定めている「関西観光・文化振興計画」について、第51回連合委員会（平
成26年11月開催）での協議結果やパブリックコメント等からの意見を踏まえ、社会経済情勢
等の変化など必要に応じて見直した計画（最終案）について協議を行い、原案について一部
内容を確認のうえ、連合議会３月定例会へ議案として提出することとした。 

② 関西広域救急医療連携計画（最終案）について 
・現在策定している関西の府県域を越えた広域救急医療連携を図るための「関西広域救急医療
連携計画」について、第 51 回連合委員会（平成 26 年 11 月開催）での協議結果やパブリック
コメント等からの意見を踏まえ、新たな広域連携課題への対応等を盛り込んだ次期計画（最
終案）について協議を行い原案どおり決定した。今後は連合議会３月定例会へ議案として提
出することとした。また、ドクターヘリの安定的な運航のための財源確保について、国へ申
し入れしていくことについて合意した。 

③ 「エボラ出血熱等一類感染症対策の強化を求める緊急提言」について 
・感染した場合に致死率の高い「エボラ出血熱」その他の一類感染症対策が国家的課題であるこ
とから、「第一類感染症指定医療機関への支援」、「自治体への支援」、「国民への普及啓発」
を国に求めていくことを、関西広域連合として緊急提言していくことについて合意した。 

④ 琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会の検討状況及び今後の進め方について 
・これまでの「琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会」の検討状況を踏まえ、今後研究会におい
て、利水・環境等の課題を含めた全体の課題を取りまとめ、流域対策のあり方や統合的流域
管理の可能性を検討することについて合意した。

⑤ 平成 26 年度補正予算について 
・今年度の執行見込額に基づき作成した補正予算（案）について協議し、原案どおり決定した。
今後、連合議会３月定例会への提出に向け、２月の常任委員会で説明を行う予定。 

２ 報告事項 
① 「医と健康フォーラム 2015 関西」の実施について 
・３月 20 日～22 日に関西経済界及び日本医学会総会と連携して開催する「医と健康フォーラ
ム 2015関西」についての報告があった。 

② 「第１回関西圏域の展望研究会小委員会」の開催結果について 
・関西圏域の展望研究における政策コンセプトを検討するにあたり、地方創生に向けた総合戦
略との関連が深い分野に絞り詳細に研究を行う「関西圏域の展望研究会小委員会」の第１回
開催概要について報告があった。 
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③ 今冬の電力需給状況等について    
・今冬はこれまでのところ、電力需給見通しの検証の際の最大需要に達しておらず、供給面に
おいて水力発電や揚水発電の供給力が上乗せされ、また、節電については平成 22 年度冬比約
7％減と要請の内容とほぼ同程度となっており、需給は安定して推移している。引き続き、節
電の着実な実施を呼びかけていくとの報告があった。 

④ 平成 26 年度「関西文化の日」の実施結果について   
・11 月 15、16 日を中心に、関西の美術館・博物館等文化施設の入館料を無料とする「関西文
化の日」について、参加施設（564施設）、参加者（約 48万人）ともに過去最多であったこ
とについて報告があった。

⑤ 「歴史文化遺産リーフレット」の作成・活用について 
  ・「世界文化遺産等」発信事業の一環として、歴史街道推進協議会と連携し、関西の歴史文化

を知ってもらう一助として活用していくための「歴史文化遺産リーフレット」を作成したこと
について報告があった。

⑥ 関西「文化の道」事業『まちのブンカ会議シンポジウム』の開催について 
  ・人形浄瑠璃にスポットを当て、自分の暮らすまちのブンカ、これからのブンカの役割を考え

る「まちのブンカ会議シンポジウム」を、２月 22日にあべのハルカスで開催することについ
て報告があった。

⑦ 平成 27 年３月広域連合議会定例会について 
  ・関西広域連合議会３月定例会を３月１日に開催することについて報告があった。
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